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良質で高度な医療を提供し

住民に愛される病院を目指します。

No.88
令和８年

秋号

私たちの病 棟 ～手術・リハビリ・認知症ケアを通して、

　　　患者さん一人ひとりの『その人らしさ』を大切に～

認知症のある方にも

安心して過ごして

いただけるよう、

一人ひとりに寄り添った

ケアを大切にしています。

チームで支える急性期医療 手術後の早期リハビリをサポート

笑顔とチームワークで、

安心できる療養生活を支えます。

私たちは、患者さんとご家族に安心していただける

病棟を目指し、笑顔と思いやりを大切にしています。

西５病棟（整形外科・耳鼻咽喉科・皮膚科・眼科・脳神経外科の混合病棟）

多職種連携
医師・看護師・リハビリスタッフ・薬剤師・
栄養士・医療ソーシャルワーカーなど、
多職種が連携し、患者さんを支えます。

手術への対応
整形外科を中心に、さまざまな手術に対応。
安全・安心な医療を提供できるよう、
チームで取り組んでいます。

リハビリテーション
手術後の早期離床・機能回復を目指し、
患者さんの状態に合わせたリハビリを
行っています。

認知症ケア
高齢の患者さんも多く入院されており、
認知症のある方にも安心して過ごして
いただける環境づくりに努めています。



　がんによる様々な症状を和らげるための放射線治療を緩

和放射線治療（緩和照射）といいます。症状は、痛み、出血、

がんによる麻痺など様々です。

　当院で行なっている放射線治療は体の外から放射線治療

を当てる外照射（体外照射ともいいます）です。治療には

熱さ、痛みはなく、治療台に仰向けで寝たまま10分ほど

じっとするだけです。痛みが強い方は治療前に痛み止めを

追加することがあります。麻酔は必要ありませんので、

全身麻酔ができない方、高齢の方も安心して受けることが

できます。1日１回の治療が基本で、回数（日数）は目的や

病状により異なります。

　緩和放射線治療を受けるには、現在の治療や病状の情報が必要ですので、まずは主治医に

ご相談ください。

放射線治療科 部長

つじ ち こよ

辻　千代子

緩和放射線治療の対象例

① 骨転移の痛み

がんが骨に転移すると痛くなる方は多いです。今までは

放射線治療を10回することが多かったですが、最近は

１回の治療でも痛みを和らげる効果が期待できることが

分かってきました。また骨転移が原因で骨折したり、

他の症状を引き起こす可能性がある場合には回数を調整

して対応することもあります。

② 出血

胃がん、直腸がんなどの出血に対しても効果が期待できます。出血が多いと貧血で息苦

しさを感じることがありますので治療対象になります。５～10回の治療をすることが多

いです。効果は数週後になることが多いです。

③ 整容性（見た目が気になる）

がんは皮膚に膨れたようなコブになることがあり、見た目に苦痛に感じることがありま

す。この場合も緩和放射線治療の対象になります。回数は病状により異なります。

④ 神経麻痺

がんが神経に直接、間接的に影響すると神経麻痺を起こすことがあります。このような

場合にも放射線治療を行うことがあります。予防的に治療を行う場合もあります。回数は

１～10回が多いですが、病状により異なります。

⑤ 狭窄

食道や気管にがんができると、狭窄（狭くなること）して、ご飯が食道を通らなく

なったり、息苦しさを感じることがあります。放射線治療で狭い部分を広くして、症状を

和らげます。回数は病状により異なります。

緩和放射線治療について
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